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8 ． 環境経営の継続的改善を誓約します。

9 ． 本方針を全従業員に周知徹底します。

制定日：2021年9月1日

改定日：2021年12月1日

株式会社西村組

　　　代表取締役 西村正義

　

　当社は昭和37年に開業以来、総合建設業として『あかるい明日のため
に今日を頑張る‼』の企業理念に基づき、地域社会に貢献すべく尽力し
てきました。
　地球環境の保全、環境負荷の低減を図る行いを推進し、全社員一丸と
なって環境問題への取組みに邁進します。

環 境 経 営 方 針

環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

二酸化炭素排出量の削減を推進します(電気、ガソリン、軽油、灯油、LPG)。

一般廃棄物及び産業廃棄物排出量の削減及び再資源化を推進します。

水使用量の削減を推進します。

環境に配慮した施工、重機、車両の使用を推進します。

地域美化活動などの環境保全活動に積極的に参加します。

Ⅰ．ごあいさつ
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（１） 名称及び代表者名
株式会社西村組
代表取締役　西村正義

（２） 所在地
本　　　社 　〒676-0017　兵庫県高砂市荒井町東本町４番３号
資材置場(松陽) 　〒676-0077　兵庫県高砂市松陽３丁目８１５番４号
資材置場(北池) 　〒676-0825　兵庫県高砂市阿弥陀町北池字原ヶ谷３２７
駐車場 　〒676-0005　兵庫県高砂市荒井町御旅１丁目１番２７号

（３） 環境管理責任者及び担当者の氏名と連絡先
責任者 総務部長　西村　由香子 TEL：079－442－1822

担当者 総務部 西村　奈成美 FAX：079－442－1847

Email：nanami_n@aioros.ocn.ne.jp

（４） 事業内容

総合建設業

　兵庫県知事許可 （特－30）　第402901号

有効期限　令和5年11月28日
許可品目： 土木工事業、建築工事業、舗装工事業、造園工事業、水道施設工事業、

しゅんせつ工事業、解体工事業、とび・土工工事業、鋼構造物工事業

大工工事業、左官工事業、石工事業、屋根工事業、タイル・れんが・ブロック工事業、
鉄筋工事業、板金工事業、ガラス工事業、塗装工事業、防水工事業、内装仕上工事業、

熱絶縁工事業、建具工事業

（５） 設立 昭和59年12月3日

（６） 資本金 3,000万円

（７） 事業の規模 年間工事完成高　462百万円（2020年度）

各事業所の規模

本社 資材置場(松陽) 資材置場(北池) 駐車場 合計
従業員　　　　　 １５名 無人 無人 無人 15名
延べ床面積　　　 15,773㎡ 0㎥ 0㎥ 0㎥ 15,773㎥
敷地面積　　　 36,300㎡ 99,100㎡ 130,800㎡ 41,881㎡ 308,081㎡

（８） 事業年度 ９月～翌年８月

登録組織名： 株式会社西村組
対象事業所： 本社、資材置場（松陽）、資材置場（北池）、駐車場
活　　　　 動： 土木工事業、建築工事業、舗装工事業、造園工事業、水道施設工事業、

しゅんせつ工事業、解体工事業、とび・土工工事業、鋼構造物工事業

Ⅱ．組織の概要

取組の対象組織・活動

Ⅲ.認証・登録の対象範囲
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代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任

・環境管理責任者を任命

・経営における課題とチャンスの明確化

・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・代表者による全体の評価と見直し・指示を実施

・環境経営レポートの承認

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境関連法規制等の取りまとめ表を承認

・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・緊急事態対応手順のテスト、訓練の指導及び総括

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境経営レポートの確認

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・環境活動の実績集計

・環境関連法規制等取りまとめ表の作成、遵守評価の実施

・環境教育訓練計画の作成と実施の管理

・特定された項目の手順書作成  （緊急事態への対応を含む）

・自部門における環境経営システムの実施

・自部門における環境経営方針の周知

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告

・特定された項目の運用管理

・緊急事態対応手順のテスト、訓練を実施、記録の作成

・自部門の問題点の発見、是正・予防処置の実施

現場責任者 ・建設現場における環境経営システムの実施

（現場代理人） ・工事担当者及び協力会社員に対する教育訓練の実施

 ・建設現場の環境経営計画の実施及び達成状況の報告

・緊急事態対応訓練の実施、記録の作成

・建設現場での問題点の発見、是正・予防処置の実施

全従業員 ・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

総務部
工務部

Ⅳ.環境経営システム組織

実施体制図及び役割・責任・権限表

役割・責任・権限

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備

・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・環境経営レポートの作成、公開（事務所への備付けと地域事務局への送付）
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単位
2020年度
基準年度

2021年度 2022年度

kg-CO2 167,962 188,072

ｋWh 9,907 9,672

L 9,309 8,004

L 55,449 64,446

廃棄物排出量 kg 72,456 405,880

　一般廃棄物 kg 586 580

　産業廃棄物 kg 71,870 405,300

㎥ 117 100

（１）中期目標

kg-CO2 167,962 166,282 164,603 162,923 161,244

対基準 △１% △２% △３% △４%

kWh 9,907 9,808 9,709 9,610 9,511

kg-CO2 3,309 3,276 3,243 3,210 3,177

対基準 △１% △２% △３% △４%

L 9,309 9,216 9,122 9,029 8,936

kg-CO2 21,596 21,380 21,164 20,948 20,732

対基準 △１% △２% △３% △４%

L 55,449 54,894 54,340 53,785 53,231

kg-CO2 143,057 141,627 140,196 138,765 137,335

対基準 △１% △２% △３% △４%

kg 586 580 574 568 562

対基準 △１% △２% △３% △４%

－ 適正管理 適正管理 適正管理 適正管理 適正管理

％ 100 100 100 100 100

対基準

㎥ 117 116 115 113 112

対基準 △１% △２% △３% △４%

件 実績不明 実態調査 目標設定 取組継続 取組継続

対基準 取組開始

行動目標（後述）

Ⅴ.環境に配慮した
　　　施工の推進

Ⅴ．主な環境負荷の実績

項　目

二酸化炭素排出量

　電力使用量

　ガソリン使用量

　軽油使用量

水道水使用量

Ⅵ．環境経営目標及びその実績

　　　　　　　　　年　度
　　項　目

2020年度
基準年度

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

Ⅰ．二酸化炭素
　　排出量削減

　電力使用量削減

　ガソリン
　　使用量削減

　軽油
　　使用量削減

Ⅱ．廃棄物排出量

　一般廃棄物
　　　削減

　産業廃棄物
　　　適正管理

Ⅲ.建設リサイクル
　　　率の向上

Ⅳ．水使用量削減

Ⅵ.若手社員の
　　　採用・育成

注1）電力の二酸化炭素排出量への排出係数は、関西電力（株）2018年度実績値の
    調整後係数 0.334kg-CO2/kWh を使用。
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（２）2021年度の実績

基準値 目標 実績 達成度 評価

kg-CO2 167,962 166,282 188,072 88% ×

対基準 △１% +12%

kWh 9,907 9,808 9,672 101% ○

kg-CO2 3,309 3,276 3,230

対基準 △１% △2%

L 9,309 9,216 8,004 115% 〇

kg-CO2 21,596 21,380 18,570

対基準 △１% △14%

L 55,449 54,894 64,446 85% ×

kg-CO2 143,057 141,627 166,271

対基準 △１% +16%

kg 586 580 580 100% ○

対基準 △１% △1%

－ 適正管理 適正管理 ○

排出量kg 71,870 405,300

％ 100 100% 100% 100% ○

対基準

㎥ 117.0 116 100 116% ○

対基準 △１% △15%

件 実績不明 実態調査 25件 － ○

対基準

行動目標（後述）

　　　　　　　　　　年　度
　　項　目

2020年
9月～8月

2021年度における実績

（2021年9月～2022年8月）

Ⅰ．二酸化炭素
　　　排出量削減

　電力使用量削減

　ガソリン
　　使用量削減

　軽油
　　使用量削減

Ⅱ．廃棄物削減

　一般廃棄物
　　　削減

　産業廃棄物
　　　適正管理

Ⅲ.建設リサイクル
　　　率の向上

Ⅳ．水使用量削減

Ⅴ.環境に配慮した
　施工の推進

Ⅵ.若手社員の
　　　採用・育成

注1) 達成度欄にて、削減を目指す場合は、達成度＝目標÷実績×100(％)、増加を目指
す場合は、達成度＝実績÷目標×100(％)

注2) 評価欄にて、○：達成（100％以上）、△：やや未達成（90％～100％未満）、×：
未達成（90％未満）

注3) 環境に配慮した施工とは、騒音、振動、粉じん、道路の汚れ、水の汚れなどを防止
し、廃棄物適正処理・３Ｒに努め、付近住民の生活に配慮した工事を言う。
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◎よくできた　○まずまずできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

達成状況

○

◎

◎

○

○

○

◎

◎

○

○

○

○

◎

○

○

○

○

○

○

若手社員の採用・育成

・インターンシップの継続 △

・資格取得支援 ◎

・採用情報収集 ○

（目標やや未達成）

コロナ禍でインターンシップは中止となった。
オンライン講座を利用し、資格の取得や更新を行うことがで
きた。ＨＰ を作成し、採用受付の窓口を作った。
引き続き、左記取組を継続する。

・節水の周知徹底

・清掃時・手洗い時の節水

環境に配慮した施工の推進

（目標達成）

節水シール貼付で意識が向上した。
引き続き、左記取組を継続する。

（実態調査を行った）

・環境に配慮した工法やノウハウな
どを調査し、受注案件への適応検
討、施工を推進する

○ 各種工事分野の環境配慮工法について調査を開始。

可能な限り環境に配慮した施工を実施した。

引き続き、左記取組を継続する。

（目標達成）

担当者を明確にし適正な管理・運用を行うことができた。
引き続き、左記取組を継続する。

（目標達成）

コンクリート殻の割合が多く、リサイクル率が高かった。

軽油使用量の削減 （目標未達成）

重機を使用する工事が多かった為、未達成となったが、意識
して空ふかしをなくすことができた。エコドライブを心掛け
行うことができた。
引き続き、左記取組を継続する。

・アイドリングストップ

水使用量の削減

・空気圧、オイル等の点検

・分別によるリサイクル推進

（目標達成）

分別表記を新たにし、意識の向上が図れた。また印刷設定を
変更し、裏紙の使用を徹底した。
引き続き、左記取組を継続する。

二酸化炭素排出量の削減

（下記の通り）

Ⅶ．環境経営計画及び取組結果とその評価、次年度の環境経営計画

評価結果と次年度の環境経営計画

（目標未達成）

（下記の通り）

電力使用量の削減 （目標達成）

サーキュレータを設置し、全空調の温度の最適化を行ったが
夏場は猛暑により使用頻度が高くなった。
昼休みや不在時の照明の消灯と設備の空運転禁止を意識して
行うことができた。
引き続き、左記取組を継続する。

・サーキュレーターの設置

ガソリン使用量の削減 （目標達成）

・移動コースの効率化
ナビの利用と事前のルート検索により、移動コースの効率化
に取り組んだ。またエコドライブを心掛けた。
引き続き、左記取組を継続する。

取り組み計画

・アイドリングストップ

・急加速・急停止の抑制

・空調温度の適正化

・不要照明の消灯

・設備の空運転禁止

・適正な保管管理

・適正なマニュフェスト使用

・適正な委託契約

建設リサイクル率の向上

・ミスコピーの防止

・裏紙の使用

産業廃棄物の適正管理

・重機の空ふかしの禁止

一般廃棄物の削減

・分別によるリサイクルの推進
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法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。 遵守評価日：2022年9月13日

遵守評価

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

なお、関係当局より違反等の指摘はありません。

Ⅷ．環境関連法規等の遵守状況の評価の結果

排出ガス対策型建設機械
普及促進規程

低排出ガス対策型建設機械の使用の普及・促進

消防法 消火設備の定期点検(防火対象物)
事故時の措置届出(通報)
危険物の届出・点検・基準遵守
指定数量未満の危険物保管の扱い

適用される法規制 遵守する事項

廃棄物処理法 一般廃棄物の適切な管理と処分
産廃収集運搬・処理業者の許可の確認
保管基準の遵守
マニフェストの交付・管理・保存
産業廃棄物管理票交付状況報告

建設リサイクル法 建築物等の分別解体義務、事前届出、説明
特定建設資材廃棄物の再資源化義務

自動車ＮＯｘ・ＰＭ法 規制対象車両の登録禁止
規制対象車両の指定地域通行禁止

騒音規制法
高砂市公害防止条例

特定建設作業の届出
規制基準の遵守

振動規制法
高砂市公害防止条例

特定建設作業の届出
規制基準の遵守

オフロード法 基準に適合した特定特殊自動車の使用、
点検整備、適正燃料の使用(軽油)

低騒音・低振動型建設機
械普及促進規程

低騒音・低振動型建設機械の使用の促進

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規への違反はありません。
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見直し要否

否

否

否

否

否

2022年12月15日

代表取締役　西村正義

 ＜環境配慮工法の実施＞ ＜エコアクション掲示板＞

 　　＜節電への取組＞ ＜消火器の設置＞

Ⅸ．代表者による全体の評価と見直し・指示

　エコアクション21への取り組みをはじめてから１年がたった。
　数値化された現況をもとに社内会議や現場でのミーティング等を通じて、全社員の意識が向上してき
たと感じている。
　今年度、達成できなかった目標を次年度では達成できるよう、引き続き取り組みを行う。

項目 見直し内容

環境経営方針 -

環境経営目標 -

環境経営計画 -

実施体制 -

その他 -

Ⅹ．環境への取組の紹介
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